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さったカードです．「孝晴さん，Many thanks for your many 
kind message. This small container was part of Nagasawa’s 
belonging at Fountain Groove. Respectly, Mori」
　モリさんという方で，この世代までは日本人の血を守っ
たということだと思います．次の世代では，日本人の名は
続きません．
　これは，長沢の所有物の一部であるということで，家に
あったということとはまちがいないと思います．これは，
焼失前のラウンドバーン 焼失後のラウンドバーン跡地
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川畑先生に鑑定していただいた結果，香道具だったという
ことです．確かに焼けたところがあります．
　これはいつごろのもので，長沢がどこで手に入れたの
か，というのは非常に大事な問題になります．最初に申し
上げた，長沢が生涯サムライであった，薩摩藩士であった
ということの一つの証拠になるかと思います．香道という
のは，華道や茶道などとともに，武士にとってはたしなみ
だったと理解しています．長沢もまた，香道をどれくらい
していたのかはわかりませんが，そういうことを大事にし
ていた証ではないかと思います．どこで手に入れたか，い
つ手に入れたかもわかりません．川畑先生にお聞きしたと
ころ，江戸時代の末から明治にかけてだろうとのことでし
たので，かなり古い時期に手に入れた可能性がある．
　私は，渡英する際日本から持っていったとは考えにくく，
アメリカに行ってから手に入れたと考えます．一つの可能
性として，ジャパンタウンのような場所で手に入れたとい
うことです．あるいは日本に帰ってきたときに，買ったか
プレゼントされたか．プレゼントされた可能性が高いかと
考えています．たしかにそれを使っていたかどうかは，わ
かりません．
　ただ，イジチさんたちが逃げるようにサンタローザを去
る際に，それほど多くのものを持っていくことはできな
かったと思います．小さいものですし，「これは持ってい
こう」と漆器を選んで持って行ったのではないかと思いま
す．長沢が使っていたとすれば，亡くなる直前まで香道を
していたのかもしれません．
　そうすると，いろんなことと符合してきます．長沢鼎の
名を捨てなかったことや，武士としての威厳を捨てなかっ
たこと，本籍も鹿児島に置いたこと．長沢が亡くなるまで
武士であり続けたラストサムライであるということがわか
ると思います．
　最後に，これは長沢が親しくしていたカリフォルニアの
「ポテト王」の写真です．日本人会の会長をしていて，出
身は久留米だそうです．彼は長沢と家族ぐるみで親しく付
き合っていたようです．ポテト王は長沢よりも年下なのに
先に亡くなってしまいまして，その仮葬儀の写真です．こ
こに長沢がいます．左にいるのが，トモキさんという長沢
のおいです．家族でこうして仮葬儀にやってきたというこ
とがわかります．
　これは，そのあとの記念塔で，ポテト王として知られ日
本人会の会長でしたから，こういう記念塔が建てられまし
た．その除幕式にも真ん中に長沢がいます．この写真はい
ままで記念館にもありませんし，見たことのなかった写真
です．ポテト王の研究者の方から譲り受けた資料です．
　まだまだいろいろな資料が出てくる可能性があると思い
ますが，引き続き川畑先生にお話しいただきたいと思いま
す．ありがとうございました．
司会
　続きまして，川畑憲子先生についてご紹介をいたします．
川畑先生は 2007年に九州国立博物館に赴任され，現在九
州国立博物館の学芸部文化財課資料において登録室長とし
て業務を担当されています．文化交流の視点から，漆工品
の調査研究，展示に従事され，これまでトピック展示「き
らめきで飾る　螺鈿の美をあつめて」（2016年）等を担当
されました．
　今日の題目は「漆器の魅力　五十嵐蒔絵を中心に」で，
江戸時代の五十嵐蒔絵の漆器をご紹介いただいた後に，現
在 1階展示室で展示中の長沢の遺品からわかることについ
てお話しいただく予定です．それではよろしくお願いいた
します．
漆器の魅力　五十嵐蒔絵を中心に
川畑倫子
　九州国立博物館の川畑です．まず自己紹介をさせていた
だきますが，私は現在，九州国立博物館学芸部文化財課資
料登録室長をしております．専門は漆で，博物館では日本
も朝鮮も琉球も漆のものはすべて担当しています．福岡の
出身でして，曾祖父の家が鹿児島です．祖父の代から引っ
越して福岡に住んでいるので，こちらに住んだことはない
のですが，とてもご縁を感じています．
　九州国立博物館ではおもに漆工品の展示に関わっていま
す．九州の太宰府にいらっしゃったときには，ぜひお立ち
寄りいただければと思います．
　はじめに，イントロダクションとして漆の基礎的な話を
させていただきます．漆の展覧会を見る際に，技法のこと
がキャプションや解説に書いてあると思います．そうした
技法について最初に説明していきます．次に宿題としてい
ただいております長沢鼎さんの所有の漆器についてです．
私は最初に見せていただいた際に，五十嵐派の蒔絵のよう
ですねとお答えしましたが，五十嵐派についてご説明した
いと思います．そして最後に，1階の展示室で展示されて
いる長沢鼎さんがお持ちであった漆器についてお話させて
いただきます．
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　まず，漆についてから始めましょう．皆様のご自宅にも
漆器がおありかと思います．お椀でお味噌汁を飲んだり，
ご飯を召し上がったりされていると思います．漆はウルシ
の樹液を採取，精製したものです．これが漆の木の葉です．
岩手県の浄法寺は，漆の産地としてとても有名なところで
すが，写真に写っている男性は漆搔きの方ですが，木に傷
をつけて漆の樹液をとります．下の方が黒っぽくなってい
るのは，先につけた傷から樹液が染み出ているためです．
漆は樹液が出てきたときは乳白色ですが，すぐに酸化がは
じまり，茶色に変化していきます．一本から採れるのはお
よそ 200㎜リットルほどといわれていまして，わずかしか
採れません．
　これがベトナムのハゼです．この写真の場所はハノイ近
郊ですが，日本と同じような方法で樹液を採ります．日本
のウルシとは葉の形も少し違います．ベトナムは，日本と
は少し掻き方が違い，V字に傷をつけて樹液を採取してい
ます．
　では漆器の技法についてすこしお話ししましょう．漆器
の技法として大きく分けると次の 3つがあります．
　一つ目が平文・平脱．厳密にいうと別の技法のことを指
していますが，金属板を文様の形に切り抜いて文様を表す
技法です．二つ目が螺鈿．これは貝を使った装飾です．三
つ目が蒔絵．これは金や銀などの金属粉を使ったものです．
平文・平脱は金や銀の薄板を文様の形に切って器物の表面
に貼り付け，上から漆を塗って研ぎ出したり，剥ぎ起こし
たりして文様をあらわすという技法です．いま正倉院展の
時期ですので，その技法を使った代表的な漆器として正倉
院宝物の銀平脱箱をご紹介します．これは鏡を収める箱で，
器表には銀を用いた平脱の技法で繊細な文様が表現されて
います．
　次に螺鈿ですが，ヤコウガイやアワビガイなどの真珠層，
白いキラキラした部分で文様を表す技法です．螺鈿の作品
をご紹介しましょう．国宝「時雨螺鈿鞍」です．東京の永
青文庫様のご所蔵品で，鎌倉時代の螺鈿を代表する名品で，
新古今集の「我が恋は松を時雨の染めかねて /真葛が原に
風さわぐなり」という歌がモチーフとなっています．よく
みてみますと，「時雨」という文字が見えませんか？これ
は文様の中に文字をひそませる手法で葦手と言います．
　次は蒔絵で，これが漆器のイメージとしてポピュラーで
しょうか．漆で文様を描いて，そこに金粉や銀粉を蒔きつ
けて文様を表す技法を蒔絵といいます．蒔絵の名品をいく
つかお見せしたいと思います．これは国宝「片輪車蒔絵螺
鈿手箱」（東京国立博物館所蔵）で，平安時代 12世紀に制
作されたものです．これも教科書に載っているので，見覚
えのある方もいらっしゃると思います．平安時代後期の蒔
絵を代表する作品で，金銀，青金の研出蒔絵に螺鈿を交え
て文様を描いています．この片輪車の文様は，牛車の車輪
の乾燥を防ぐために川水に浸した光景を表す，あるいは浄
土の池に咲く大蓮華を車輪に見立てて，仏法の広まりを表
すという説もあります．また，手箱という名称がついてい
ますが，全体の形姿からみて経箱の可能性が高いとされて
います．
　ぐっと時代は飛びまして，桃山時代です．九博の作品を
ご紹介しようとスライドを持ってきました．重要文化財「花
鳥蒔絵螺鈿聖龕」です．聖龕というのは，キリスト教の宗
教画を納める厨子で，お像を入れるものもあります．絵画
を納める聖龕のうち，現在知られる遺品として最大のもの
で，大航海時代にヨーロッパ向けに輸出された，いわゆる
南蛮漆器を代表する名品です．当時，来日した宣教師や商
人が特注で作ったものと考えられます．日本の漆器は西洋
の人から見るととてもエキゾチックで，大変人気がありま
した．
　技法の流れをおおまかに述べますと，平文・平脱は奈良，
平安の初期，8～ 9世紀が一番盛んだった時代です．螺鈿
は奈良時代にもちろんありますけれども，平安末から鎌倉，
南北朝初期まで，そのあたりがもっとも発達しました．蒔
絵は平安後期，12世紀くらいから江戸にいたるまで蒔絵
が隆盛します．本当におおまかですが，少し技法に着目し
ていただくと漆芸作品を見るのが楽しくなると思います．
　続いて，五十嵐派の蒔絵のお話に移っていきたいと思い
ます．五十嵐派の蒔絵を考えるにあたって，五十嵐派と並
び称される幸阿弥派のお話をしたいと思います．どちらも
精巧で格調高い蒔絵ですが，幸阿弥派の代表作として有名
川畑憲子氏（九州国立博物館文化財課資料登録室長）
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なのは，国宝「初音の調度」（徳川美術館所蔵）です．
　3代将軍家光の長女千代姫が数え 3歳でお嫁に行ったと
きに持参した婚礼調度です．化粧道具や文房具，香道具な
どたくさんの品が写っていますが，これらは当時の女性の
暮らしに必要な道具です．「初音の調度」は，幸阿弥派の
十代長重が当主の時の作で，『源氏物語』の初音という帖
をモチーフにしていることから，「初音の調度」と呼ばれ
ています．将軍家の威信を示すかのような豪華な蒔絵調度
で平成 8年に国宝に指定されています．
　初音の調度には，贅沢に金銀を使いさまざまな蒔絵技術
を駆使しています．これは眉作箱といいます．眉を描くこ
とを眉を作るといいますが，この箱には眉を作る際に使う
刷毛や剃刀など，こまごまとしたお化粧道具が収められて
います．これは櫛箱といいまして三ツ櫛が収められていま
す．
　ここにも先ほど「時雨螺鈿鞍」でお話ししました葦手の
手法が用いられています．「初音の調度」には，モチーフ
となる和歌（「年月を松にひかれて経る人に今日鶯の初音
聞かせよ」）の文字が，松と鶯以外，表されています．文
字を意識して見ていくと，さきほどの時雨よりは見つけや
すいです．ここまで拡大しますと，蒔絵のすごさも感じて
いただけると思います．また材料で面白いのは赤い部分，
サンゴが用いられています．当時遠い地中海からサンゴが
輸入されており，それを使っています．
　だんだん時間がなくなってきましたね，続いて五十嵐派
のお話をします．これが重文の秋野蒔絵硯箱，五十嵐初代
道甫の作です．道甫は京都で蒔絵師として活躍していまし
たが，加賀藩主の前田利常に招かれて御用を務めます．2
代道甫は同じ名前を名乗るのですが，彼は金沢でなくなり，
お父さんは京都で亡くなっていますが，金沢に住居を設け
て，前田家の御用を務めていたというのがわかっています．
蒔絵に平文，それから螺鈿を組み合わせた精緻な蒔絵が特
色です．
　五十嵐の代表作をご紹介しましょう．「秋野蒔絵硯箱」
といいます．先ほどの初音の蒔絵と比べても，少し蒔絵の
タッチが違うということがおわかりいただけるかと思いま
す．より線がシャープで，きりっとした感じ，それが五十
嵐の蒔絵の持ち味です．初音もそうですが，こういうふう
にクローズアップしてもいいかげんなところがないという
のは，いかに手掛けた職人の技量が高いものであったかと
いうことがよくわかります．
　五十嵐派の蒔絵の特徴をまとめますと，かっちりと洗練
されたシャープなデザイン，華やかな色彩，銀と貝の白，
それから赤いサンゴ，金属，こういったコントラストで華
やかさを十分に出しています．
　もう少し作品を見ていきますが，これは江戸時代 17世
紀，作者はわかっていないのですが，五十嵐派の蒔絵です．
「竹垣秋草蒔絵硯箱」（東京国立博物館所蔵）です．竹垣に
秋草が華やかに顔を出していて，黒地に金と白と赤が映え
た大変美しい作品です．
　最後に，長沢鼎所有漆器についてお話します．さきほど
森先生からお話いただきましたけれども，こちらの鐘ヶ江
先生より連絡いただいたのは，この漆器についてよろし
かったら見ていただけますかとお声をかけていただいたの
が最初です．1階の展示室でも展示をしていらっしゃいま
すが，これは長沢鼎さんが持っていらっしゃったという遺
品です．これは，文様がつながるということをお示しした
かったので，少しずつ回転した画像を並べてみました．柴
垣の上に秋草文が上から頭を出している構図になっていま
す．手前の右側に岩が描かれていまして，桔梗や菊，萩，
女郎花，さきほど五十嵐派の蒔絵で見たような秋草が描か
れています．また内部も上から撮っていただきました．内
部は金で塗られているようで，蓋は菊の文様になっていま
漆の採集と精製
（大田区立郷土博物館編 2004『ものづくりの考古学』pp.74 より引用）
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す．
　この作品の特徴をまとめておきます．主文様，蓋は菊で
すけれども，柴垣の秋草文です．そして蒔絵はというと，
黒地を活かした蒔絵に金蒔絵を主調としたシャープなデザ
イン，薄肉の高蒔絵をお花の部分に使っています．つまり
五十嵐蒔絵の特徴と一致します．
　それから，形，用途は何かということですが，器形の特
徴としまして，ちいさな蓋付き容器，おそらく香道具の一
種だろうと思います．その中で焚殻入あるいは香炉が形と
しては近いです．焚殻入というのは，焚き終えた香木片を
入れる容器でたいていは中に金属が貼ってあります．もし
もこの品が焚殻入であれば，金属を貼っていたのではない
かなと思います．
　江戸時代の焚殻入をご紹介すると，江戸時代 18世紀の
婚礼調度「牡丹唐草向鶴文散蒔絵調度」（国有品）にも含
まれておりまして，赤く囲んだのが焚殻入れです．やはり
蓋につまみが付いていまして，蓋は身の中に嵌るような形．
この中には金属が貼ってあります．幸阿弥派の「初音の調
度」の中にも焚殻入があります．右下の香道具の中の一番
手前のもの，一番右下にあたるもの，丸い蓋がついている
のが焚殻入になります．これが開けたところです．中にや
はり金属が貼ってあります．
　もしかしたら，当初は金属が貼ってあったけれども，そ
れが取れてしまって後で色を塗られたのかもしれません
し，元々なかったのかもしれない．それは今となってはわ
からないのですが，何という名称を付けるかと言われたら，
焚殻入とすると思います．
　それでは，まとめます．この漆器はどういうものか，長
沢さんの人生と切り離して物自体としてみた場合どうかと
いうことですが，五十嵐系統の蒔絵師によるものであって，
制作時代は江戸時代，18から 19世紀くらいと思います．
長沢鼎以前の所有者，伝来については，作品の上ではよく
わからないです．伝来を示すような箱などはないとのこと
です．また使用痕もみられるのですが，どのように使われ
ていたのかというはいまの状況からはっきりとはわかりま
せん．香道具として，あるいは喫煙具，灰落として，ある
いは美しい漆器としてインテリアの飾りとして使われてい
たか…どのように使われていたかは，いろいろな想像はで
長沢鼎ゆかりの漆器（本学 7号館長沢鼎展示室で展示中）
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きるのですけれども，わからないというのが正直なところ
です．
　さきほど森先生のお話をうかがって，私も想像をたくま
しくしてみたのですが，実は婚礼調度とか香道具というの
は，小さなお道具も多く，とても散逸しやすいという性格
を持っています．この遺品も，長沢さんがとても大切にさ
れていたことを考えれば，小さな漆器ですがきっと長沢さ
んのお心の中で大きな意味があるお品だったのだと思いま
す．
　大変長くなりましたが，ご清聴いただきありがとうござ
いました．
